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令和 4 年（2022 年）7 月 6 日

情報政策等調査特別務委員会資料

総務部ＤＸ推進室情報システム課

中野区地域情報化推進計画の進捗状況について

区では、令和3年11月に「第2次中野区地域情報化推進計画」（以下「計画」という。）

を策定し今後の区の情報化施策の基本的な方向性を示すとともに、令和6年度の新庁舎

移転を見据え、計画的にＤＸを推進している。令和3年度までの取組状況及び令和4年

度以降の取組予定について、以下のとおり報告する。

１ 計画の進捗管理

情報化に向けた取組の進捗状況と成果指標の確認をあわせて行い、事業の見通しや

課題等をとりまとめたものである。今後、議会等の意見を踏まえながらさらに検討を

深め、当該年度や翌年度以降の事業に反映するとともに、取組の見直しを進めていく。

２ 取組状況の確認手順

(1) 第5章の各取組の実施内容におけるスケジュール

計画におけるスケジュールに基づき、進捗状況を「◎（スケジュールどおり取り

組んだ）」、「○（スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ）」、「△（着手し

たものの十分に進行しているとはいえない）」、「×（未着手）」の４段階で区分した。

(2) 第5章の成果指標

令和3年度末時点の実績を確認した。

３ 各取組の進捗状況

令和3年度においては、概ねスケジュールどおり取り組んでいることを確認した。

（詳細は別紙１のとおり）

進捗状況の区分 取組の数

◎（スケジュールどおり取り組んだ） 97

○（スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ） 4

△（着手したものの十分に進行しているとはいえない） 1

×（未着手） 1
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４ 成果指標の推移

目標1 ＩＣＴを活用した行政サービスの提供による区民の利便性向上と地域の活性化

目標2 効率的で質の高い情報基盤の整備による区政運営の推進

※ｆｍ（ファイルメーター）：書類を積み上げた高さをメートル単位で測ったもので、一般的に1fm

は約1万枚と換算する。

指標項目
実績 目標

令和2年度 令和3年度 令和5年度 令和7年度

区内のマイナンバーカード交付率 31.6% 46.0% 100% 100%

オンラインによる申請手続受付件数 約146万件 約171万件 170万件 200万件

地図情報に関する窓口及び電話等問い

合わせ件数
約12万件 ー ー 約6万件

区が特に力を入れていると感じる施策

が「情報化の推進」である割合
2.1% 3.9% 5% 10%

区と連携してデジタルデバイドの解消

に向けた取組を行う団体数
2団体 3団体 4団体 6団体

指標項目
実績 目標

令和2年度 令和3年度 令和5年度 令和7年度

本庁舎の執務室等で保有し、組織で共

有している文書量（fm）※
約8,800fm 約6,200fm 約3,600fm 約3,000fm

ＡＩ・ＲＰＡの活用による業務改善数 2件 4件 7件 15件

標準化システムへ移行した事業数 0/15 0/15 1/15 15/15

情報セキュリティ事故発生件数 14件 15件 0件 0件

ＩＣＴ資格の「ＩＴパスポート試験」取

得者数
13名 14名 20名 30名



中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課

○マイナンバーカード交付窓口の拡大や交付体制の強化 ◎
特設窓口の設置など交付窓口の拡
大し交付体制の強化を図った。（年
度末交付率約４６％）

夜間受付日数の増加（火→火、木）
及び日曜窓口における交付可能件
数の増（１５０件→３００件）により交
付体制の強化を図る。（年度末交付
率７５％）

申請時来庁方式や郵送交付受付を
継続実施し、交付体制の強化を図
る。

戸籍住民課

コンビニ交付サービスの利用促進 ◎
区報、ＨＰ、チラシ等による広報に
より区民へ周知し利用促進を図っ
た。（Ｒ３年度交付数７７，５００件）

区報、ＨＰ、チラシ等による広報に
より区民へ周知し利用促進を図る。
（Ｒ４年度交付数116,000件）

区報、ＨＰ、チラシ等による広報によ
り区民へ周知し利用促進を図る。

戸籍住民課

○ぴったりサービスでの子育て、介護関係等の手続拡充 ◎
各所管と拡充に向けたスケジュー
ル等の検討を行った。

ぴったりサービス電子申請連携シ
ステムの構築にあわせて、順次オン
ライン申請の運用を開始する。

国が指定する子育て、介護関係等
のぴったりサービスでの電子申請
をすべて開始する。

情報システム課
（子育て支援課、介
護・高齢者支援
課、北部すこやか
福祉センター）

(国)罹災証明書の発行申請手続について、内閣府が整備
するクラウド型被災者支援システムとマイナポータルとの
連携対応

△
東京都被災者生活再建支援システ
ム利用者協議会において検討され
た。

継続して検討される予定。 （防災危機管理課）

○罹災証明書の発行申請手続について、国の方針からの
区の対応検討

×
東京都被災者生活再建支
援システム利用者協議会
において検討中のため

ー
罹災証明書の発行申請手続につい
て、国の方針等が示されたのち区
の対応を検討する。

ー 防災危機管理課

○マイナンバーカード普及に伴う他の電子手続等との役
割分担及びオンラインサービスについての整理

◎
ぴったりサービスと都の電子申請
サービス、民間サービスの比較検討
を行った。

都の電子申請サービスの機能拡充
について情報収集を行いながら、
公的個人認証を利用した電子申請
の拡充検討を進める。

（推進） 情報システム課

実施内容

1-1-①
マイナンバー
カードの普
及促進

1-1-②

ぴったりサー
ビスなどマイ
ナンバーカー
ドを活用した
電子手続の
拡充

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

ペーパーレス推進体制の構築 ◎

各部のペーパーレスの進捗状況を
管理するため、副区長及び部長を
構成員とするペーパーレス推進本
部を設置した。また、各課の係長級
職員が中心となってペーパーレス
を推進する体制を構築した。

ペーパーレス推進本部で各部の
ペーパーレスの進捗状況を確認し
ながら、引き続き推進に努める。

（推進） 新区役所整備課

◎現状調査・諸手続の見直し ◎
押印等の廃止に係る指針を定め、
各所管で手続を見直し、廃止を進
めた。

指針に基づき、各所管で手続を見
直し、廃止を進める。

（推進） 新区役所整備課

◎紙資料のペーパーレス ◎
電子化すべき文書の基準を示し、
各所管で電子化の計画を定めた。

各所管の計画に基づき、引き続き
電子化に努める。

（推進） 新区役所整備課

(都)電子申請システムの見直し ◎

スマートフォンを利用した個人認証
やキャッシュレス決済等の機能拡充
について検討が行われ、令和４年度
のシステム改修スケジュール案が示
された。

（情報システム課）

○都の電子申請システムの見直し対応及び手続可能な
サービスの拡充

◎
区民が申請する手続のオンライン
化の状況について全庁的な調査を
行った。

調査結果に基づき、オンライン化で
きない要因を抽出し、電子申請の
拡充に向けた検討を行う。

（推進） 情報システム課

(１ー１－②再掲)○マイナンバーカード普及に伴う他の電
子手続等との役割分担及びオンラインサービスについて
の整理

(国)自治体の基幹システムとぴったりサービスのオンライ
ン接続についての標準仕様の提供

◎ 標準仕様書が提供された。 （情報システム課）

◎マイナポータル手続の電子化に向けた情報基盤の整備 ◎
ぴったりサービス電子申請連携シ
ステムの導入を決定した。

ぴったりサービス電子申請連携シ
ステムの導入及び開発を行い、申
請受付開始に向けて基盤整備を行
う。

－ 情報システム課

○マイナポータルからの電子手続の拡充 ◎
各所管と拡充に向けたスケジュー
ル等の検討を行った。

ぴったりサービス電子申請連携シ
ステムの構築にあわせて、順次オン
ライン申請の運用を開始する。

国が指定する子育て、介護関係等
のぴったりサービスでの電子申請
をすべて開始する。
また、り災証明手続等の拡充につい
て検討を行う。

情報システム課
（子育て支援課、介
護・高齢者支援
課、北部すこやか
福祉センター、防
災危機管理課）

1-1-③

ペーパーレ
スの推進と
押印の見直
し

1-1-④
電子申請
サービスの
見直し

1-1-⑤

国が示して
いるマイナ
ポータルか
らの電子手
続を可能と
する環境構
築
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

国から示された「自治体が公開することが推奨される
データ及びフォーマット」の公開

◎
応用的なデータの公開数の拡充及
び更新頻度の改善の検討を行っ
た。

（推進） （推進） 情報システム課

○オープンデータの公開数の拡大 ◎ 新規に８データを公開した。
公開の需要が高いデータを中心に
公開数の拡充検討と実施する。

（推進） 情報システム課

○統合型ＧＩＳ稼働による地図情報を活用したデータの公
開

◎
オープンデータの拡充も見据えて、
企画提案公募型事業者選定方式に
より構築事業者を選定した。

統合型ＧＩＳの構築を開始し、データ
の整備、仮稼働を行う。

令和５年１０月の本稼働に伴い、地
図データを公開する。

情報システム課

職員向け研修の検討・実施 ◎
オープンデータの意義や庁内外で
活用しやすいデータの作成方法等
に関する研修を実施した。

統合型ＧＩＳへの搭載データを充実
するため、説明会を実施する。

統合型GISによるデータ公開手順
等の操作研修を実施する。

情報システム課
職員課

1-2-②
ホームペー
ジのリ
ニューアル

◎ホームページの統合・全面リニューアル ◎
構想企画を実施。リニューアルに向
けて各ＣＭＳ業者と打ち合わせを実
施した。

企画提案公募型事業者選定方式に
より業者を選定する。

令和5年10月中に新ホームページ
運用を開始する。

広聴・広報課

区ホームページのアンケート機能を使用した調査 ◎
各課がアンケート機能を利用する
よう周知した。

（推進） （推進） 広聴・広報課

◎区ホームページのリニューアルによるアンケート機能の
強化

◎

リニューアルに向けて機能要件にア
ンケート機能の強化の項目を記載、
各ＣＭＳ業者と打ち合わせを実施し
た。

企画提案公募型事業者選定方式に
より業者を選定する。

令和5年10月中の新ホームページ
運用開始に伴いアンケート機能の
強化を図る。

広聴・広報課

◎区民意識・実態調査のオンライン化 ◎
令和4年度の実施（オンライン回答
の導入）に向けて、委託契約の仕様
作成等を進めた。

委託事業者の選定を行い、調査の
実施、結果の公表を行うとともに全
面オンライン化に向けた検討を進
める。

オンライン回答を推進するととも
に、全面オンライン化に向けた検討
を行う。

総務課

◎統合型ＧＩＳ導入・活用 ◎
統合型GISの導入を決定し、構築・
運用保守事業者を選定した。

統合型ＧＩＳの構築を開始し、データ
の整備及び仮稼働を実施する。
また、全庁的な活用に向けて職員
への周知や研修を実施する。

令和５年１０月の本稼働に伴い、地
図データの公開及び庁内の業務改
善を開始する。

情報システム課

地図資料などのペーパーレス化 ◎
電子化すべき文書の基準を示し、
各所管で統合型GISに登録する文
書の電子化の計画を定めた。

各所管の計画に基づき、統合型
GISに登録する文書の電子化を行
う。

（推進） 新区役所整備課

1-2-①
オープン
データの公
開数の拡大

1-2-③

区民意識・
実態調査の
オンライン
化、各事業
のニーズ・
満足度等調
査の実施

1-2-④
統合型ＧＩＳ
の活用
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

オンラインを活用した相談・講座の操作方法の周知 ◎

会議室のWi-Fi設置など環境整備
を行った。
また、あわせて職員用マニュアルを
作成し、説明会を実施した。

Web会議開催数が拡大したため
「実施の際の注意点」を更新してい
き、引き続き操作方法の周知に努
める。

（推進） 情報システム課

オンラインを活用した相談・講座開催 ◎

林野庁が主催する後援事業におい
てＷｅｂ開催により区民サービス向
上が図られた。
また、事業者との打合せや庁外施
設の職員の出席を求める打合せ等
はWeb会議の活用を推進した。

標準化にむけたベンダー説明会や
地球温暖化防止出前講座を新たに
検討する。
また、打合せ等におけるWeb会議
の更なる活用を進めていく。

標準化にむけたベンダー説明会や、
来庁者との省エネ相談等において
Ｗｅｂ会議の活用を検討する。
また、打合せ等におけるWeb会議
の更なる活用を進めていく。

情報システム課
相談・講座等実施
課

パソコン教室やスマートフォン教室の開催 ◎

都や区内団体と共催で開催するパ
ソコン教室やスマートフォン教室の
中で、Ｗｅｂ会議についての説明を
盛り込んで実施した。

（推進） （推進） 情報システム課

◎モバイル機器利用に向けたきっかけの創出 ◎
デジタルデバイドの解消に向けた取
組の今後の方向性を定め、令和４年
度の実施内容を決定した。

東京都のスマートフォン体験会事業
を活用してスマートフォンを所有し
ていない区民に対して利便性を実
感できる機会を提供するとともに、
区においてはタブレット端末の貸出
しを伴う実践型の講習会を実施す
る。

令和４年度の取組結果をもとに、モ
バイル機器の有用性を広く地域の
人に発信してくれるような、日頃か
ら地域で活動している区民等に対
して、モバイル機器の積極的な利活
用を促進し、デジタル化が自然と周
囲に波及していく環境づくりを進め
ていく。

情報システム課

◎モバイル機器講習会
タブレット端末の貸出しを伴う実践
型の講習会を行う。あわせて相談
会を実施する。

令和４年度の取組結果を踏まえて
事業を展開する。

情報システム課

◎地域に携わる方を中心としたＩＣＴの活用 ◎
地域に携わる方のICT活用の検討
を行った。

タブレット端末の貸出しにあたって
は、区報やポスター掲示を行うとと
もに、地域で活躍する団体等への
周知を行う。
また、令和５年度以降の事業につい
て検討を行う。

令和４年度の取組結果を踏まえて
事業を展開する。

情報システム課
地域活動推進課

1-3-①

オンライン
を活用した
相談・講座
の開催

1-3-②
地域をつな
げる仕組み
の構築
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

地域ＢＷＡシステムの協定 ◎
区民活動センターへ地域ＢＷＡの
ルーターの貸出を新たに行った。

（推進） （推進）
情報システム課
地域活動推進課

Nakano Free Wi-Fi の見直し ◎
施策の効果検証結果から、令和4年
度当初の事業終了とし、関係事業
者等と必要な調整を行った。

区民等に対する周知をしたうえで、
5月末で事業を終了した。

ー 広聴・広報課

◎区民活動センターにおけるオンライン環境の整備(モバ
イルルータ貸出）

◎
集会室利用団体にモバイルルー
ター（各センター２台）の貸出を開始
した。

利用状況を確認しながら台数の増
設などの今後の取り組みを検討す
る。

（推進） 地域活動推進課

○本庁舎会議室等におけるオンライン環境の整備 ◎
7階各会議室等に、Web会議用無
線アクセスポイントを設置した。

継続して運用する。 （推進） 情報システム課

◎新庁舎におけるオンライン環境の整備 ◎
Free Wi-Fiについての情報を収
集した。

新庁舎のネットワーク設計を、
Free Wi-Fiの導入を前提として
実施する。

Free Wi-Fiの導入を実施する。 情報システム課

○区有施設におけるオンライン環境の拡充 ○
スケジュールを前倒して、
実際に施設整備に伴い環
境を整備したため。

令和３年１１月に開設した「みらいス
テップなかの」にオンライン環境が
整備された。

新庁舎移転後に区有施設における
環境構築を検討する。

（推進） 情報システム課

◎オンライン会議活用の手引きの作成・周知 ◎
職員用の手引きを作成するととも
に説明会を実施し普及啓発を行っ
た。

（推進） （推進） 情報システム課

◎オンライン会議開催・活用のための職員研修 ◎ 職員研修を行った。 （推進） （推進） 情報システム課

1-4-①

ＩＣＴ技術を
活用した高
齢者の見守
り・支えあ
いの推進

○ＩＣＴ技術を活用した見守り・支えあいなどの支援の充
実

◎

都の高齢者見守り相談窓口関係者
連絡会に参加し、高齢者の見守りに
おけるＩＣＴの活用について情報交
換を行うなど、他自治体での取組
事例等の情報収集を行った。

収集した情報を踏まえて、ICTを活
用した高齢者への見守りについて
検討する。

令和4年度の検討結果を踏まえ取
組む。

地域活動推進課

1-3-③

区有施設の
区民向けオ
ンライン環
境の整備

1-3-④

区役所内に
おけるオン
ライン会議
の普及
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

◎ＰＨＲのマイナポータルからの参照・管理 ◎
健康情報の連携の仕組みを構築し
た。

既存の健康情報の副本登録を行
い、本格稼働を開始する。

随時情報を連携していく。 保健企画課

(国)自治体間の健診受診情報の共有 （保健企画課）

(国)電子処方箋の仕組みへの対応 （保健企画課）

(国)自身の保険医療情報を活用できる仕組みへの対応 （保健企画課）

区内事業者に対するオンライン化支援 ◎
産業交流展へのオンライン出展支
援を行った。

産業交流展へのオンライン出展支
援を強化する。

産業交流展やその他出展における
オンライン出展支援の強化してい
く。

産業振興課

◎区内連携機関とのネットワークを活用して、事業者のＩＣ
Ｔ化促進を支援

◎
経済団体等との区内事業者調査結
果を踏まえたICT化促進支援策を
検討した。

経済団体等との区内事業者調査結
果を踏まえたICT化促進支援策の
検討を進める。

区内事業者のICT化促進支援策を
実施する。

産業振興課

◎販路拡大のためのイベントや先端技術を紹介するセミ
ナー等への事業者の参加を支援

◎
国や都におけるセミナー等を紹介
した。

区内事業者のICT化促進支援のた
めのセミナー等参加促進の仕組み
作りを検討する。

ICT化促進のためのセミナー等参
加促進の支援策を実施する。

産業振興課

1-5-②
商店街の
キャッシュ
レス化推進

○商店街へのキャッシュレス機器の導入支援、実績検証及
び拡充支援の検討

◎
中野南口駅前商店街が取り組む
キャシュレス化事業の支援を行っ
た。

鍋横大通商店会が行うキャッシュレ
ス化事業の実施に向け調整してい
く。

新規実施商店街の募集と同時に、
過去の事業実績を検証し、事業の
改善を目指していく。

産業振興課

◎区民活動センターのキャッシュレス化 ◎
他部や他区での導入事例を収集し
た。

施設予約システムの対象施設数拡
充の検討と併せて、キャッシュレス
決済導入の方向性を検討していく。

令和4年度の検討結果を踏まえ取
組む。

地域活動推進課
企画課

○他施設のキャッシュレス化
施設予約システムの対象施設数拡
充の検討と併せて、キャッシュレス
決済導入の方向性を検討していく。

令和4年度の検討結果を踏まえた
取組を行う。

情報システム課
企画課
各施設所管課

1-4-②

マイナポー
タルから本
人や家族が
健康情報を
把握するた
めの仕組み
(ＰＨＲ)の
整備

1-5-①

区内事業者
のＩＣＴ化促
進及び経済
交流の支援

1-5-③

区有施設集
会室等使用
料の支払い
のキャッ
シュレス化
推進
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

パソコン教室やスマートフォン教室の開催 ◎

区内団体による教室が例年どおり
開催された。
また、令和３年度から都がスマート
フォン体験会を実施するとともに、
総務省の取組で民間事業者がＩＣＴ
サポーターの育成事業を行った。

（推進） （推進） 情報システム課

◎区民のモバイル機器に関する実態把握 ◎
区内団体による教室や都の事業へ
の参加申込者数を把握した。

（推進） （推進） 情報システム課

（１－３－②再掲）◎モバイル機器利用に向けたきっかけの
創出

（１－３－②再掲）◎モバイル機器講習会

○助成金の支給（町会・自治会のＩＣＴ活動） ◎
活動のための機器購入費等につい
ても助成金の対象に含めるなど拡
充した。

（推進） （推進） 地域活動推進課

◎町会・自治会等公益活動団体のＩＣＴスキルの向上に向
けた支援

◎

ＷＥＢ会議の開催支援を行った。
また、東京都等の支援制度を活用
して、ＩＣＴスキル向上のための支援
を行った。

（推進） （推進） 地域活動推進課

◎ＳＮＳやホームページ等による、町会・自治会等公益活動
団体の情報発信の支援

◎
町会・自治会等の現状把握を行っ
た。
また、研修等を実施した。

支援策・支援方法を検討する。 （推進） 地域活動推進課

国から示された「自治体が公開することが推奨される
データ及びフォーマット」の公開

○オープンデータの公開数の拡大

○統合型ＧＩＳ稼働による地図情報を活用したデータの公
開

職員向け研修の実施

1-6-①

デジタルデ
バイド解消
に向けた支
援

1-6-②

町会・自治
会等公益活
動団体にお
けるＩＣＴ環
境の支援
(町会・自治
会公益活動
推進助成制
度)

1-7-①

（１－２－①
再掲）オー
プンデータ
の公開数の
拡大
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

産学官民協働専用窓口の広報 ◎ 区ホームページにおいて広報した。 （推進） （推進） 情報システム課

民間ポータルサイト等と区のデータ連携の推進 ◎

民間事業者が運営するウェブサイト
と区のオープンデータの連携が始
まった。
また、都から紹介のあった民間事業
者が運営するポータルサイトの活用
を検討した。

他自治体の先進事例を研究しなが
ら、民間ポータルサイト等と区の
オープンデータの連携を検討する。

（推進） 情報システム課

(都)ＴＤＰＦ運営組織設立 ◎
ＴＤＰＦの意見交換会や報告会等が
開催された。

（情報システム課）

(都)市区町村の行政データを整備・運用 ◎
「データ整備支援事業」のモデル事
業が実施され、データ整備マニュア
ルが策定された。

（情報システム課）

◎ＴＤＰＦとのデータ提供・活用 ◎
都が開催したＴＤＰＦの意見交換会
や報告会等に参加して情報収集を
行った。

引き続き情報収集を行う。 （推進） 情報システム課

ペーパーレス推進体制の構築

◎現状調査・諸手続の見直し

◎紙資料のペーパーレス化

1-7-②

産学官民の
協働に関す
る区の窓口
体制の整備
とデータ連
携

1-7-③

東京都が整
備する横断
的な連携を
可能とする
データ基盤
(東京デー
タプラット
フォーム：Ｔ
ＤＰＦ)の活
用

2-1-①

（１－１－③
再掲）ペー
パーレスの
推進と押印
の見直し
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

総務省の調査結果やガイドブック、他自治体事例等から導
入検討

◎
導入の可能性について検討を行っ
た。

標準化に向けて検討していくとと
もに選挙事務への利活用につい
て、他自治体と情報共有を進め、導
入について検討する。

（推進）
情報システム課
選挙管理委員会事
務局

○多言語ＡＩ通訳システムの充実 ◎

音声機械通訳機能と三者間通訳機
能を搭載したタブレットを55台配
備している。令和３年度より対応言
語を１言語追加し、13言語とした。

引き続き、外国人対応が多い窓口
等に配備し活用する。
実績に基づき、配備台数を５４台と
する。

円滑に外国人対応を行うため、対
応言語拡充等について検討する。

区民文化国際課

◎滞納整理支援システムＲＰＡ連携導入 ◎

RPAの導入により、滞納者の電話
番号の照会書類作成や完納等によ
る不要な滞納者情報削除を自動化
した。

手入力作業の自動化を拡大する。
本格導入以降の実績を確認し、後
年度の方針を検討する。

税務課

◎収納業務におけるＡＩーＯＣＲトライアル実施及び導入 ◎
ＡＩーＯＣＲのトライアルを実施し
た。

これまで手入力で行っていた手書
きの口座振替依頼書等の登録や特
別徴収分収納消込業務にAI-OCR
を導入する。

（推進） 税務課

○保育所利用関係申請のＲＰＡ拡充 ◎
保育所利用関係申請書類（10様
式）についてＲＰＡ化を行った。

保育所利用関係申請書類（3様式）
についてのＲＰＡ化を行う。

子ども子育てシステムのリプレース
や国のシステム標準化を鑑み、区民
にとって申請しやすい環境作りを検
討していく。

保育園・幼稚園課

○保育所利用関係申請のＡＩーＯＣＲ拡充 ◎
保育所利用関係申請書類（10様
式）についてのＡＩーＯＣＲ化を行っ
た。

保育所利用関係申請書類（3様式）
についてのＡＩーＯＣＲ化を行う。

子ども子育てシステムのリプレース
や国のシステム標準化を鑑み、区民
にとって申請しやすい環境作りを検
討していく。

保育園・幼稚園課

◎保育所等ＡＩ入所選考システムの導入 ◎
実証実験の結果を基に要件定義、
設計・開発、運用テストなどを経て
構築を完了した。

（推進）

子ども子育てシステムのリプレース
や国のシステム標準化を鑑み、区民
にとって申請しやすい環境作りを検
討していく。

保育園・幼稚園課

○ごみ分別アプリへのＡＩ活用等拡充 ◎

ごみ分別ＡＩチャットボット機能を粗
大ごみ受付サービスに導入するこ
とを検討し、次年度予算措置を行っ
た。

ごみ分別ＡＩチャットボット機能を粗
大ごみ受付サービスに構築し運用
を開始する。

ごみ分別ＡＩチャットボット機能導入
後のＡＩの学習状況･区民サービス
の効果等を検証する。

ごみゼロ推進課

2-1-②
ＡＩ・ＲＰＡの
利用促進
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

2-1-③
窓口支援シ
ステムの導
入

◎新庁舎の窓口支援システムの導入 ◎

住民情報システムのデータを利用
し、申請書を作成するシステムを検
討した。
また、システムの要件や事務フロー
案などの検討を行った。

窓口サービスの検討を継続して行
い、システムの概要、要件定義を確
定し、次年度予算要求を行う。

令和６年度の導入を目指し、システ
ム開発を開始する。

情報システム課
新区役所整備課
各所管課

（１－２ー④再掲）◎統合型ＧＩＳ導入・活用

（１－２ー④再掲）地図資料などのペーパーレス化

外からデータを登録する機能の利用
業務所管課における当該機能の利
活用方法の周知及びヒアリング等、
利用開始に向けた検討を行う。

（推進） 情報システム課

◎テレワークシステムの導入 ○
スケジュールを前倒して、
システムの試行を行った
ため。

新型コロナウイルス感染拡大防止
を目的とした在宅勤務の緊急・臨時
的運用として、情報システム課にて
システムの試行を行った。

必要な機器を希望する課に配付し、
全庁的な利用を開始する。
また、テレワークシステムを活用し
た在宅勤務制度の検討を行い、実
施する。

テレワークシステムを活用する在宅
勤務制度の運用を継続するととも
に、ユニファイド・コミュニケーショ
ンの導入を踏まえて、さらなる拡充
について検討する。

情報システム課
職員課

◎ユニファイド・コミュニケーションの導入 ◎
多機能ユニファイド・コミュニケー
ションの導入を決定した。

構築内容の検討、構築作業の実施、
運用の検討等を行う。

システム構築及び職員を対象とし
た研修を行い、本格運用を開始す
る。

情報システム課

(都)都の都区市町村セキュリティクラウドの見直し ◎
次期セキュリティクラウドへの移行
に向けた検討が行われた。

令和4年12月中旬までに次期セ
キュリティクラウドへの移行を完了
させ、令和5年1月から運用を開始
する予定

（情報システム課）

◎都区市町村セキュリティクラウドへの対応 ◎
次期セキュリティクラウドの移行対
応を盛り込み次期インターネット
データセンターを選定した。

次期セキュリティクラウドへの接続
切り替えを行う。

次期セキュリティクラウドへの接続
を継続する。

情報システム課

◎新庁舎移転を見据えたインターネットデータセンターの
構築

◎
次期インターネットデータセンター
の構築事業者を選定した。

次期インターネットデータセンター
の構築を行う。

次期インターネットデータセンター
の利用を継続する。

情報システム課

2-1-④
統合型ＧＩＳ
の活用

2-2-①
テレワーク
の推進

2-2-②

インター
ネットデー
タセンター
の見直し・
職員が情報
共有等に使
用する情報
インフラの
見直し
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

（２ー１ー③再掲)◎新庁舎の窓口支援システムの導入

◎発券機システム ◎

一度の発券で複数の窓口における
手続が可能となる共通発券機につ
いて、現庁舎において来庁者が多
い戸籍住民課及び保険医療課での
先行導入を検討した。

現庁舎において共通発券機を先行
導入し、新庁舎における共通発券機
による窓口運用について検証を行
う。

新庁舎における導入に向け運用方
法の検討を行い、新庁舎稼働前の
テスト運用を経て本格運用を開始
する。

戸籍住民課
保険医療課
各窓口所管課

◎議場システム ◎
新庁舎に導入する議場システムの
検討を行い、次年度予算措置を
行った。

議場システム整備工事の議決を経
た上で契約締結を行う。

令和５年度中に工事を完了し、新庁
舎において運用する。

区議会事務局

Ｆｒｅｅ ＷｉーＦｉの運用 ◎ 情報収集を実施した。
新庁舎のネットワーク設計を、
Free Wi-Fiの導入を前提として
行う。

新庁舎に区民が利用可能なFree 
Wi-Fiの導入を行う。

情報システム課

◎移転に向けた機器の調達 ◎
移転に向けて調達が必要な機器の
情報を収集した。

機器調達のための予算要求を行
う。

必要な機器の調達を行う。 情報システム課

◎ネットワークの整備 ◎
新庁舎ネットワーク設計委託に係る
次年度予算措置を行った。

既存ネットワークの調査及び新庁舎
のネットワーク環境の設計を行う。

ネットワーク環境の構築を行う。 情報システム課

（２ー２ー①再掲）◎ユニファイド・コミュニケーションの導
入

◎既存システムの機器の移転 ◎
既存システムの機器の移転に向け
て調査を実施した。

将来的な端末の最適化を見据えな
がら、機器の移転に向けた調達に
ついて検討を行い、調達方針を庁
内に示す。

新庁舎移転に向けて必要な経費を
予算に計上し、円滑な移転を進め
る。

情報システム課

(国)共通化(クラウドサービス)「(仮称)Ｇｏｖ－Ｃｌｏｕｄ」の
提供

◎
国においては、実証実験の状況報
告や検討状況等について情報提供
があった。

国の実証実験の課題等「(仮称)Ｇｏ
ｖ－Ｃｌｏｕｄ」への移行に向けた検討
材料が提供される予定

「(仮称)Ｇｏｖ－Ｃｌｏｕｄ」への移行が
進められる予定

（情報システム課）

(国)事業者による標準準拠システム開発（「(仮称)Ｇｏｖ－
Ｃｌｏｕｄ」上でのサービス提供）

◎
国における検討状況等について情
報提供があった。

標準準拠システムの開発状況につ
いて情報提供がある予定

標準準拠システムへの移行が進め
られる予定

（情報システム課）

クラウドサービス利用の方針決定 ◎
国の共通化の動向について情報収
集を行った。

国の共通化の動向を見つつ、方針
について検討する。

（推進） 情報システム課

◎国が指定し、該当する１５業務システム
国のスケジュールに合わせて、段階的に移行

◎
国の動向や実証実験の状況を確認
し、対象業務システムのリプレース
時期の調査、整理を行った。

国の実証実験の検証結果を確認
し、移行に向けた検討を行う。

段階的に移行を行う。 情報システム課

◎国が指定し、該当する１５業務以外のシステム運用して
いる各システムについて、リプレース等を契機とした最適
化の検討

◎ 国の動向を確認した。
地方公共団体の基幹業務システム
のガバメントクラウドの利用に関す
る基準をもとに移行の検討を行う。

（推進） 情報システム課

2-2-③

新庁舎にお
ける区民
サービスを
向上させる
システムの
整備

2-2-④
新庁舎にお
ける情報基
盤の整備

2-2-⑤

統合仮想
サーバ環境
の最適化
（ガバメント
クラウドを
見据えた方
針の決定）
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

(国)先行の住民基本台帳業務の標準仕様策定・仕様の調
整

◎
意見照会が行われ、標準仕様が改
定された。

ー ー （戸籍住民課）

標準仕様と現行システム及び事務や関連システム等の対
応度調査

◎ 標準仕様の確認を行った。
標準仕様の調査回答と実業務の
フィット＆ギャップを検証する。

戸籍住民課

標準化・共通化に向けた移行方針決定 ◎
移行方針（ガイドライン）の検討を
行った。

移行方針（ガイドライン）の検討、策
定を行う。

移行方針（ガイドライン）の運用を行
う。

情報システム課

住民基本台帳業務のシステム標準化対応後の事務運用方
針等決定

◎ 標準仕様の確認を行った。
事務運用方針等と実業務のフィット
＆ギャップを検証する。

戸籍住民課

(国)共通化(クラウドサービス)「(仮称)Ｇｏｖ－Ｃｌｏｕｄ」の
提供

◎
国においては、実証実験の状況報
告や検討状況等について情報提供
があった。

国の実証実験の課題等「(仮称)Ｇｏ
ｖ－Ｃｌｏｕｄ」への移行に向けた検討
材料が提供される予定

「(仮称)Ｇｏｖ－Ｃｌｏｕｄ」への移行が
進められる予定

情報システム課

(国)事業者による標準準拠システム開発（「(仮称)Ｇｏｖ－
Ｃｌｏｕｄ」上でのサービス提供）

◎
国における検討状況等について情
報提供があった。

標準準拠システムの開発状況につ
いて情報提供がある予定

標準準拠システムへの移行が進め
られる予定

情報システム課

◎住民基本台帳業務の標準化・共通化対応 ◎ 標準仕様の確認作業を行った。
標準仕様と実業務のフィット＆
ギャップを検証及び実施可能ベン
ダの検証を行う。

新システムを調達し、システム移行
を行う。

戸籍住民課

2-3-①

情報システ
ムの標準
化・共通化
（クラウド
サービス）
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

(国)１期(個人住民税、軽自動車税、障害者福祉、介護保
険、就学)標準化の仕様策定・仕様の調整

◎
意見照会が行われ、標準仕様が決
定された。

情報システム課
税務課
学校教育課
介護・高齢者支援
課
福祉推進課

標準仕様と現行システム及び事務や関連システム等の対
応度調査

◎
各業務所管課において、現行ベン
ダに対して「標準化・共通化への
対応確認」の調査を実施した。

国の検討の進捗に応じた調査を実
施し、対応度を把握する。
業務で使用している最新の帳票や
業務フローを整理する。

情報システム課
税務課
学校教育課
介護・高齢者支援
課
福祉推進課

１期のシステム標準化対応後の事務運用方針等決定 ◎ 事務運用方針等の検討を行った。 （推進）
Ｒ５年度に事務運用方針等を決定
する。

情報システム課
税務課
学校教育課
介護・高齢者支援
課
福祉推進課

◎１期の標準化・共通化対応 ◎

標準仕様書と現行業務の比較確認
を行い、国からの標準仕様書改定
に向けた意見照会に回答を行っ
た。

令和４年８月改定予定の標準仕様
書をもとに検討を行い、令和５年度
に向けた予算要求を行う。

R5年度にシステムを選定した上で
予算要求を行う。また、R6年度か
ら移行テストを開始し、移行を進め
る。

情報システム課
税務課
学校教育課
介護・高齢者支援
課
福祉推進課

(国)２期(戸籍の付票、戸籍、選挙人名簿管理、国民年金、
国民健康保険、後期高齢者医療、児童手当、生活保護、健
康管理、児童扶養手当、子ども子育て支援)標準化の仕様
策定・仕様の調整

意見照会が行われ、標準仕様が決
定された。

ー

戸籍住民課
保険医療課
子ども教育・政策
課
子育て支援課
生活援護課
保健企画課
選挙管理委員会事
務局

標準仕様と現行システム及び事務や関連システム等の対
応度調査

◎
各業務所管課において、現行ベン
ダに対して「標準化・共通化への
対応確認」の調査を実施した。

国の検討の進捗に応じた調査を実
施し、対応度を把握する。
業務で使用している最新の帳票や
業務フローを整理する。

（推進）

情報システム課
戸籍住民課
保険医療課
子ども教育・政策
課
生活援護課
保健企画課
選挙管理委員会事
務局

2-3-①

情報システ
ムの標準
化・共通化
（クラウド
サービス）
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

２期のシステム標準化対応後の事務運用方針等決定 ◎
各ベンダ及び関連部署からの情報
収集を行った。

事務運用方針等の検討を行う。
令和６年度に事務運用方針等を決
定する。

情報システム課
戸籍住民課
保険医療課（国保・
後期・年金）
選挙管理委員会事
務局
保健企画課

◎２期の標準化・共通化対応 ◎
各ベンダ及び関連部署からの情報
収集を行った。

標準仕様書と現行業務の比較確認
を行い、令和５年度に向けた予算要
求を行う。

R5年度にシステムを選定した上で
予算要求を行う。また、R6年度か
ら移行テストを開始し、移行を進め
る。

情報システム課
戸籍住民課
保険医療課（国保・
後期・年金）
子ども教育・政策
課
生活援護課
保健企画課
選挙管理委員会事
務局

◎標準化対象業務とデータ接続している業務システムの
システム改修

◎
国の動向を確認しながら、関連部署
から情報収集を行った。

データ要件・連携要件の標準仕様を
受けて、データ連携や仕様等の検
証、接続システムの改修範囲と改修
内容の特定を行う。

R5年度にシステムを選定した上で
予算要求を行う。また、R6年度か
ら移行テストを開始し、移行を進め
る。

情報システム課
戸籍住民課
税務課
保険医療課（国保）
保健企画課
住宅課

調達ガイドラインの運用（ＰＤＣＡサイクル） ◎
政策評価委員会において２４件の
評価を実施するなど、適切な運用
に努めた

（推進） （推進） 情報システム課

○調達ガイドラインの改定(ＳＬＡ方針の追加） ◎

中野区情報安全対策基準を改定
し、各契約ごとに求めるべき水準を
具体的な数値を用いて契約内容に
含めるよう検討を行うことと明記
した。
また、ライフサイクル調達執行計画
の中で、システム調達時に、サービ
スレベルを明確にすることを定め、
導入所管課が契約内容に含めるこ
とを検討する仕組みに見直した。

（推進） （推進） 情報システム課

○調達ガイドラインの改定(評価方法の見直し） ◎

政策評価委員会における、評価表
の様式を見直した。また、区民の利
便性を向上しながら、職員の事務を
効率化し、さらには費用面において
も削減を実現するような優良事例
等、全庁的に共有すべき案件を対
象とするなど、評価方法を見直し
た。

（推進） （推進） 情報システム課

2-3-①

情報システ
ムの標準
化・共通化
（クラウド
サービス）

2-4-①

システムや
機器、運用
管理につい
て統合等の
見直し
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中野区地域情報化推進計画　進捗状況一覧

別紙１

事業内容
進捗
状況

スケジュールの変更理由 令和３年度までの取組状況 令和４年度の取組予定 令和５年度以降の取組予定 所管課実施内容

【進捗状況の凡例】

　◎・・・スケジュールどおり取り組んだ

　○・・・スケジュールどおりでなく、変更して取り組んだ

　△・・・着手したものの十分に進行しているとはいえない

　×・・・未着手

2-4-②

強固な情報
セキュリ
ティレベル
の確保

セキュリティ運用（ＰＤＣＡサイクル） ◎
職員向け研修、内部監査、外部審査
等を実施した。

（推進） （推進） 情報システム課

◎人財マネジメントシステムの導入、活用 ○
事業者募集を行ったが、
不調になったため。

システム構築のための事業者募集
を開始した。

事業者選定を行った後、システムを
導入し利用開始する。

システムを活用し人材育成を行う。 職員課

◎研修プログラムの実施 ◎
ＩＣＴ関連資格の取得に向けた研修
の実施を検討した。

資格取得に向けた研修を計画的に
実施する。

（推進）
情報システム課
（職員課）

◎ＩＣＴ関連資格の取得支援 ◎
資格取得費用の支援について次年
度予算措置を行った。

資格取得支援制度を導入し、支援
を開始する。

（推進） 職員課

◎任期を定めた外部人材の活用 ○
スケジュールを前倒して、
外部人材を採用したため

任期付職員として外部人材を３名
採用した。

採用した人材の民間企業等におけ
る先進的な技術や専門的な知識等
を活用する。

（推進） 職員課

◎特別区におけるＩＣＴ人材の確保の検討 ◎
23区人事担当課長会において検
討を行った。

引き続き23区人事担当課長会に
おいて検討を行う。

２３区の採用選考導入後、区として
の採用時期を検討

職員課

2-5-①
ＩＣＴスキル
の高い人材
の育成

2-5-②
外部人材の
活用
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